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第 3 章では、セレンで汚染された底泥よりセレン酸塩遺元菌の集積培養を試み、分離したセレン酸塩還元菌 Bαcil­
lus sp. SF-1 株のセレン酸塩還元能の検討を行っている o SF-1 株は乳酸塩を電子供与体、セレン酸塩を電子受容
体としてセレン酸呼吸を行い、セレン酸塩を元素態セレンにまで還元する高いセレン酸塩還元能を有しており、水溶
性セレン除去システムへの適用が可能であることが示されているo




第 5 章では、 Bacillus sp. SF - 1 株を用いて、シーケンシャルパッチ式及び.連続流入式の水溶性セレン除去リアク





















(2) セレンで汚染された底泥よりセレン酸塩還元菌の集積培養を行い、高いセレン酸塩還元能を示す Bacillus sp. S 
F-1 株を分離している o 本 SF- 1 株は乳酸塩を電子供与体、セレン酸塩を電子受容体としてセレン酸呼吸を行
い、セレン酸塩を元素態セレンにまで還元する高いセレン酸塩還元能を有することを明らかにしている。




(4) Bacillus sp. SF-1 株を用いて、シーケンシャルパッチ式及び‘連続流入式の水溶性セレン除去リアクターを構築




亜セレン酸塩ならびに元素態セレンの除去を行う方法を組み合わせることで、 SF- 1 株を用いたセレン酸塩処理
システムの構築が可能であることを示している口
以上のように、本論文は多くの工業で使用されているセレン酸塩の水環境における生物学的還元、さらにセレン処
理システム構築のための高セレン酸塩還元菌の分離とその還元能への環境因子の影響、シーケンシャルパッチ式及び
連続流入式リアクターによる効率的な還元処理法の開発に関する研究を取りまとめたもので、環境工学特に水質管理
工学、環境生物学の発展に寄与するところが大である。よって、本論文は博士論文として価値あるものと認めるo
。。
